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要旨

目的:A村の通所型介護予防事業として行った懐メロを用いたグループ回想法(以下、懐メロ回

想法とし1う)への参加および、継続のモチベーションとその要因を明らかにする。方法:懐メロ回想想、

法に最後までで、参加した 1日1人に半構造化面接を行い、質的記述的に分析した。結果:懐メロ回想想、

法への参加および

意欲]が原動力となり仇、人的.物理的環境との相互作用によつて生起.進展し、セッションで、の[新

鮮味を感じる][心地よさを感じる]といった快の体験、セッションで、生じた[仲間との紳][懐メロ回

想法への愛着]にともなう期待によって高まっていた。結論:通所型介護予防事業への参加促進

のためには、地域在住の後期高齢者が持つ潜在的な社会参加への願望や目標達成への意欲

が、対象事業への参加および継続へと向かうように、人的・物理的環境を整備することが重要で

ある。

Abstract 

Purpose: This study aimed to clarify the motivation and motivational factors that 

ln丑uencethe beginning and continuation of participation in outpatient-type c紅 e

prevention service with group reminiscence method using nostalgic songs (hereinafter 

referred to as natumero-kaisouhou) in Village A. Method: We conducted semi-structured 

interviews with 11 individuals who participated from the beginning to end of natumθ'ro・

kaisouhou. A qualitative and descriptive research design was used for assessment. 

Result: Motivation to begin and continue participation in natumero-kaisouhou involved 

the participant's [desire to participate in group activities} and [w出 toachieve}， which 

had become the driving force. The motivation had occurred and progressed because of 

interaction with the humanlphysical environment， and had increased with pleasant 

experiences such as [feeling of freshness] and [feeling of comfort] and expectations 

associated with [bonds with friends] and [attachment to natumθ'ro-kaisouhou] 

generated through sessions. Conclusion: In order to promote participation in outpatient-

type care prevention services， it is important to prepare the humanlphysical 
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environment so that the potential will possessed by community dwelling late elderly to 

participate in the society and to achieve their goals motivates them to begin and 

continue participation in the target service. 

1.緒言

わが国の65歳以上の高齢者人口は2016

年時点で3，459万人、65歳以上の高齢者人

口が総人口に占める割合は27.3%に達して

おり、今後も上昇し続けてしてと見込まれてい

る(内閣府、 2017)。また、 介護を必要として

いる人 も々年々増加しており、介護保険制度

における要介護・要支援認定者数も2015年

時点で640万人に達し、 高齢者の18.9%を占

めている(厚生労働省、 2017)。しかし、その

一方で、 65歳以上の高齢者の8割を超える

人々は介護サービスを受けることなく生活を

送っている。このような現状を踏まえ、2006年

度の介護保険法改正では、介護予防事業を

含む地域支援事業が創設され、予防を重視

する視点がより一層強化されるようになった

(厚生労働省、 2012)。介護予防事業は、活

動的な状態にある高齢者を対象とし、地域で

自立した生活を送ることができるよう支援する

一次予防事業と、要支援・要介護状態に陥る

ことを防止・遅延させる二次予防事業が行わ

れてきた(厚生労働省、 2012)。

そして、2015年度の介護保険法改正では、

要支援者に実施されていた予防給付が、地

域支援事業に移行され、全ての高齢者が住

み慣れた地域で自立した生活を継続できるよ

うに支援する取り組みが可能になった(社会

保障審議会介護保険部会、 2017)。こうした

健康寿命の進展を目的とした介護予防事業

では、高齢者のニーズにあった事業を実施し、

参加者数を1人でも多く増やすことが課題とな

る。そのため、 市町村が実施責任の主体とな

り、活動内容や運営方針の決定時から住民が

参加し、事業を展開するなどの工夫が行われ

ている()11崎、 2012)。

こうした高齢者福祉政策の変遷の中、A村

では、2012年から、半年ごとに、二次予防事

業の中の 1つで、ある通所型介護予防事業とし

て、懐メロを用いたグ、ノレーフ。回想法(以下、 懐

メロ回想、法とし¥う)が実施されてきた。 懐メロ回

想法は、生活機能評価のための基本チェック

リスト(鈴木、 2009)を用いてスクリーニングさ

れた二次予防事業対象者で、その中でも基

本チェックリストの「閉じこもりJ2項目と「認知

機能J3項目のいずれか 1つ以上にチェック

を入れた者に対して、主に認知機能低下防

止を目標に実施している。

その懐メロ回想法に参加し続けた人々は、

閉じこもり、または、認知機能低下傾向にあり

ながらも、 最後まで開催会場に足を運び、介

護予防事業に対するモチベーションを起こし

維持しy続けた、地域で生活する高齢者(以下、

地域在住高齢者とし1う)で、あったといえる。し

たがって、その人々の参加および継続のモチ

ベーションを追究することは、通所型介護予

防事業への参加を促進させる環境づくりを考

える上で意義があると考える。

地域在住高齢者に対する介護予防を目的

とした集団活動に関する研究は、保健行動や

介護予防行動の支援についての報告(深堀

ら、 2009;渡辺ら、2007;矢嶋ら、2011)はあ

るが、モチベーションについて明らかにした

研究は見当たらない。また、地域在住高齢者

を対象として音楽や懐メロを用いたグルーフ。

回想、法の実践研究は少なく (軸丸ら、 2002;

鳥塚ら、 2014;横井ら、 2007)、懐メロや音楽

の有用性に関する研究(元吉、2011;柴田

(小林)、岩永、 2009)はあるが、モチベーショ

ンを研究した文献は見当たらない。

そこで、、本研究では懐メロ回想法に参加し

た高齢者の参加および継続のモチベーショ

ンとその要因を明らかにすること、通所型介護

予防事業への参加促進について考察するこ

とを目的とした。

用語の定義

モチベーション:ある行動が生起し、維持さ
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れ、方向づけられていく心理的な過程(鹿毛、

2012;金城、 1984)

参加のモチベーション:懐メロ回想法に最

後まで参加した高齢者の参加を決意するまで

のモチベーション

継続のモチベーション:懐メロ回想法に最

後まで参加した高齢者の参加開始後から全

セッションが終了するまで、のそチベーション

モチベーションの要因:懐メロ回想法に最

後まで参加した高齢者が捉えた参加および

継続のモチベーションを高めた欲求・感情・

意志・環境など(鹿毛、 2012)

用語の説明

基本チェックリスト:高齢者の生活機能を評

価し、要介護状態になるリスクを予測すること

を目的に開発された、手段的日常活動、運動

機能、栄養、口腔機能、閉じこもり、認知機能、

うつ、を評価する25項目で構成される質問票

(厚生労働省、 2012)。

1I.研究方法

1.研究デザイン

本研究の研究課題は、懐メロ回想、法への

参加や継続のモチベーションで、ある。モチベ

ーションは、 主観的な現象である。そこで、 研

究デザインは、主観的な現象の語りを抽象化

し記述することで、その現象を包括的に理解

できる質的記述的研究を用いた。

2.研究対象者

2014年度、A村において基本チェックリス

トを用いてスクリーニングされた二次予防事業

対象者は 633名で、あったO その中で、懐メロ

回想、法の対象基準に該当した者は 226名で

あった。その中で、参加を希望した 12名およ

び任意に参加を希望した 1名の合計 13名の

うち、懐メロ回想法に最後まで続けて参加し、

本研究への協力に同意が得られた 11名を研

究対象者とした。

3.懐メロ回想法の実践

1)期間・場所・時間

2014年 10月から2015年2月まで、A村

の健康福祉センター(村民の健康増進と福祉

を目的として設置された公共施設。以下、 A

センターという)において、 懐メロ回想、法のセ

ッションを原則として毎月 1回、 月曜日(祭日

の場合は翌日)に計 6回行った。実施時間は

13時 30分から 90分間(途中に 5""'10分間

の休息を挟む)で、あった。

2)歌集

セッションで、は、これまでの研究(軸丸ら、

2002)から、 高齢者が好んでよく歌い、参加

者になじみがあると思われる童謡や唱歌、歌

謡曲を明治・大正・昭和の時代別に収録した

手作りの歌集を用いた。歌集は、参加者の愛

着が生じるように、初回のセッションの前に参

加者に配布し、 個人の所有物としてその場で

名前を書き込んでもらい、毎回のセッションに

持参するように依頼した。

3)実践者の役割

精神看護に精通し、懐メロ回想、法の経験を

積んだ精神看護師がリーダーとなり、その他

に精神看護師2""'4人がコ・リーダーとして、 リ

ーダ一、参加者をサポートした。セッションは

計画した進行フoログラムに基づいて行ったo

4)環境づくり

回想を促進させる環境づくりとして、リーダ

ーおよびコ・リーダーは、セッション開始前か

らCDに収録された懐メロを流し、昔(参加者

の子ども時代)の玩具を机の中央に配置して、

当時を想起し易い雰囲気にした。参加者が到

着すると自由に着席してもらい、玩具を用い

た遊びに参加者の興味が向くように声をかけ、

一緒に玩具で遊んだり、遊びにまつわる思い

出を話したりした。セッションの開始時間にな

ると、玩具を片付け、同じ場所に楽器を並べ

た。また、コミュニケーションを促進させる環境

づくりとして、机を向かい合わせに並べ、横の

人とは60cm、前の人とは 150cm程の距離に

椅子を配置し、安全・安心感のもてるパーソナ

ルスペースの確保に努めた。

5)導入

リーダーが時の話題を提供し、それに関す
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る意見や感想、を全員から聴いた。その後、 タ

イムスケジュールを説明し、その日に用いる

歌(時代別に 20~30 曲)の歌詞の冒頭を全

員で歌った。

6)選曲・楽器の選択

リーダーが、 5人を目安に導入で歌詞の冒

頭を歌った歌の中からリクエストを募った。選

曲終了後、参加者に楽器を自由に選択する

よう声をかけた。

7)合唱・合奏と回想(語り)の共有

全員が楽器を選択した後、リーダーが選曲

者に歌い始めの掛け声を依頼し、楽器を奏で

ながら全員で合唱した。リーダーは、 1曲歌い

終わるごとに、選曲者に、歌っている聞に引き

出された思い出について尋ねた。そして、語

られた内容の感情や気持ちに焦点を当てな

がら共感的に聴き、それらを他の参加者にも

広げて、共感を共有できるように配慮した。

コ・リーダーは、参加者 1人ひとりが主体性を

発揮できるように、歌や楽器を自由に選択し

たり、選曲者が歌い始めの掛け声をかけたり

することをサポートした。

8)まとめ

リーダーが、その日のセッションを振り返っ

て、語られた話題の概要を述べた。それを踏

まえて、参加者それぞれが自身の出席カード

に当日のセッションのテーマをつけるよう促し

た。

4.データ収集方法

全セッション終了日から8日後、 9日後の2

日間に、各研究対象者に対して 1回、Aセン

ター内の個室で、インタビューガイドを用いた

一対ーの半構造化面接を実施した。 1人当た

りの実施時間は約 40分間であった。

インタビューガイド、は、研究課題である参加

および継続のモチベーションとその要因を明

らかにするため、鹿毛(2012)の研究に示され

たモチベーションの要因を参考にして作成し

た。参加のそチベーションを問うために「参加

した動機Jを、継続のモチベーションを問うた

めに「感想」と「最後まで、参加できた理由Jを主
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な項目とし、参加および継続のモチベーショ

ンの要因に関係する欲求・感情・意志・環境な

どについて尋ねる質問で構成した。

面接は、 懐メロ回想法のリーダーまたはコ・

リーダーを担当した者が行った。面接に際し

て、全ての面接者がカウンセリングの基本的

態度を基盤として統ーした姿勢で臨めるよう

に、インタビューガイドに具体的な留意点を記

載し、事前練習を行った。面接内容は研究対

象者の同意を得てボイスレコーダーに録音し

た。

5.分析方法

まず、録音した面接内容を逐語録に起こし

た。その文字データを、参加および継続のモ

チベーションを高めた欲求・感情・意志・環境

に相当する反応に着目し、 文脈に注意しつつ

何度も読み返した。その上で、意味を持った

分節を抽出・命名してコードとした。 続いて、

コード同士を比較対照し、共通する意味を持

つコードをまとめ、分類し、サブカテゴリーを

生成・命名した。 さらに、サブカテゴリー同士

の類似性や関係性を検討し、 より上位の概念

として集約し、カテゴ、リーを生成・命名した。続

いて、カテゴリー聞の関連を検討し、体系的

なまとまりとして概念図を示した。 その上で、

参加および継続のモチベーションの要因とそ

の関係を明らかにし、 参加および継続のモチ

ベーションの概念を説明した。

分析においては、精神看護学の質的研究

の経験を持つ研究者に定期的な指導を受け、

最終段階で、2人の質的研究者のスーパー

パイズを受けて、研究のプロセスと分析結果

の信頼性・妥当性の確保に努めた。

6.倫理的配慮

本研究を行うにあたり、研究対象者に研究

の目的・意義・方法、起こりうる健康障害の可

能性(昔の辛かったことが思い出された時に

起こるフラッシュパック等)と対応方法、研究

への協力の自由、個人情報の保護、研究に

協力しなくても不利益とならないこと、同意し
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表1 研究対象者の概要

基本チエツヲリストの項目別チ工ツワ数
会場まで

対象 性見IJ 年齢 健康状態の特記事項
の距離

通所方法

閉じこもり 認知機能

A 女 80 約 1.2km 11イヲ

B 女 78 
視力低下のため読字に

約 0.3km 送迎パス
)0ーペを使用

c 女 86 歩行跨lこ杖を使用 車甘 0.3km 送迎パス

D 女 76 約 2.5km 夫による車での送迎

E 女 87 腰痛 約 0.8km 送迎パス、家族による寧での送迎

F 女 88 難聴、右膝痛 約1.7km 公共巡回パス

G 女 78 約 1.3km 徒歩

H 男 76 
脳血管障害後遺症(慢

約 1.7km 徒歩、 自転車
性期軽度失語症)あり

女 90 在宅酸素療法対象者 約 0.3km 99シー

女 83 腰痛 約 2.3km 公共巡回パス

K 女 85 歩行時に杖を使用 約 2.3km 公共巡回パス

た後でも同意を撤回できることについて文書・

口頭によって説明し、理解を確認した上で、

研究への協力を求め同意を得た。データは

名前を数字に置き換えて匿名化し、鍵のかか

る書棚で厳重に保管した。データを扱う場合

は必ず研究室で、行ったo面接は心身への負

担を考慮して 30~40 分とし、面接途中での

終了や休息が可能であることを説明し、 プライ

パシーが保護で、きる個室で、行った。本研究は

奈良県立医科大学の医の倫理委員会の承認

(No548-4)を受けて実施した。

ill_結果

1.研究対象者の概要

研究対象者の概要を表 1に示す。男性 1

名、女性 10名の計 11名、平均年齢 82.5歳

(SD士4.8)で、あった。基本チェックリストの項目

別チェック数について、 “閉じこもり日“認知機

能"の両項目にチェックがあった者 3名、 “閉

じこもり"のみの者6名、“認知機能"のみの者

1名、いずれにも無かった者 1名で、あった。

健康状態について、多くの者が、何らかの痛

みや身体機能の低下を抱えていた。自宅から

会場までのおおよその距離について、1.0km

未満の者4名、1.0km以上2.0km未満の者

4名、 2.0km以上 2.5km未満の者 3名であ

った。通所方法について、 パスやタクシ一、 家

族による車を使用していた者 8名、徒歩や自

転車、 バイクを自身で運転していた者 3名で

あった。

2.参加および継続のモチベーション

分析の結果、参加のモチベーションにおい

て 80のコード、 18のサブカテゴリー、 7のカ

テゴリーが生成され、継続のモチベーション

において 189のコード、 27のサブカテゴリー、

7のカテゴリーが生成された。

表2、表3に各カテゴリーとそれを構成する

サブカテゴリー、 コード、の例を示す。

以下、カテゴリーを[]、サブカテゴリーを

[ )、コードをrJで記し、カテゴリーの定義を

文中に太字で記す。

1)参加のモチベーションとその要因

参加のモチベーションは、[集団活動への

参加願望]、{参加条件が整っていることの自

覚L[信頼している人からの誘し¥]、[参加へ

の可能性の確認]、[好印象を抱く]、[参加へ

の期待や自信}、[参加への決意]の7つの要

因で構成されていた。

[集団活動への参加願望]は、日常の無意

義な状態から離れ、充実した時間や人との交

流を求めて、何らかの集団活動への参加の

機会を欲する強い思いを表していた。 研究対

象者は、普段から〔何かを始めて充実したい〕、

〔何か、集団活動に参加したし¥)としち思いを

持ち、〔人と出会う機会を作りたし¥)と願ってい

た。

[参加条件が整っていることの自覚]は、自

q
L
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表2 参加のモチベーションの要因 表3 継続のモチベーションの要因
カテゴリー サブカテゴリー コード例 力子ゴワー サブ力子こj'1)ー コード例

何かを始めて究 家に居ても意味がIZい 始めたことは、最後までやり遂げたいと思った
集団活動 実したい 何かしたいと普段から思っている やり遂げたい 始めた右ら、最後まで休まない性格だ

への参加 何か、集団活動 村のいろいろな集団活動に参加したい 自分の課題 自分は人前で話すと「慣れないといけ怠い
願望 に参加したい 何I~でも参加しようと思う を解決したい '-l..ll.. 

人と出会う機会 年長と1Jり、と';::1こ行っても人だ 次回を楽しみ 次回が楽しみで、 カレンザーI~印を付けていた
を作りたい 知らtzい人と出会う機会を作りたい 達成意欲 に待つ 最後まで、来るのが楽しみだった

、 、 近所の友達と相談し、一緒に参加した もう一度、参 また、誘ってほしい
親しし人がLる 顔見知りの保健師が迎えにくる 加したい もう一度あれば、再び参加したい

参が整加条τ件ぃ 時間に余裕がで 仕事が忙しく主くなった 次回を忘れ 忘れないように、自分で力レンザーに書き込む
るーとっの自 きる 仕事を辞めたら、時間に余裕ができ1'二 IJいようにする 忘れたいように、日程を予定表に書き込んでい
正 送迎しますと誘われた た

送迎してくれる 迎えに来る保健師が歩〈ペースを合わせ 継続条件 通所に因らお 公共パスが利用でき、通所に圏らなかった
てくれる 、 い 近所の友達が一緒阜ので、安心して通える

信頼して 信頼している人 夫から話があった がる撃ーとっのて自L 支持してくれ 昔から知っている、気心の知れた参加者がー
、 から勧められる Aセン9ーから案内が届いた 」 る身近な人 緒で安心
のL誘る人いから 家族や顔見知り 夫から交代しようと旦長官があった 覚 がいる 夫の理解があった

から請われる 顔見知りの女性から車Eまれた 参加してよ力、 みん13の良い話を聞けて良かった

説明を聞きに行 案内が届いたので、説明を聞きに来た tF たいろいろ右活動の中でも、素晴らしい活動だっ

参加への 一度、 参加して、自分にできるかを確認 健康のために 参加しBい人ほど、早〈認知症に怠ると思う
試してみる したい 怠る よ〈歩〈機会に怠る

可確認能性の まずは、と・ん12ことをするのか見に行った 継続への 質問に答えられるように右弘 自分が進歩したと
老人会のよう註ものだろうと思う 手ごだえ 効果があると 思う

見能性当をを探つるけて可 他の活動と同じようlー」参加できるだろっーと 患っー 他者の話を聴いて、いろいろと考えさ世られ勉
思う E車に怠る

懐メ口回想法に嫌む感じはしIZかった 人前で話す」とに慣れている
好印象を 良い印象を持つ 貰った歌集が気に入った 継品園ヲ続、できると 椅子があり‘膝が悪くても参加できると思った
抱〈 ス担ッフに良い印ス9ッ71立、皆、さわやかだった 緊張が9喜しさへと変わっていた

象を持つ 担当の保健師に良い印象を感じる 普段、でき紅 白宅では笑われてしまう」とも、ここでおらできる

活動内容への 歌も歌うと聞き、関心を持った いことができる 珍しい楽器が用意されていた、気分が高まった
興味が増す 参加してみて、少し変わった，舌勤だと思つ 知iolJい話を いろいろ芯知ら草い話を聴け、嬉しい

た 新鮮味を 聴ける 他者の話を聴いて、自分の体験と随分違うと
ー 健康だから参加できると思った 患った

自分 I~も著書加で 参加してみて、自が悪くても参加できると 感じる 気持ちが若 恋愛をしていた若い頃にかえり楽しかった
参加への きると思う 思った 返る 楽器を手に取って、重心|こ民った

信期待や自 認し、知健症康をの予保持防 認知症予防になると思った 特を感別じ右る価値 深〈話ができたことは、心の中に宝物として残る

増進に効果があ 出かけるきっかけに怠ると思った ス担ッフがT 保健師が、家まで迎えに来てくれる
ると思う 寧に対応して

ー 参加してみて、次回を待ち兼ねるように怠 くれる 気を遣って親切にしてくれるので、嬉しい

参す加を楽しみ I~ っ+た ， みんIJがいきいきと話していられる
る もう一度、参加したい 自然I~話せる 昔苦感じたままに話し、すっきりとした

誘われてすぐに参加しようと患った . 自分の気持ちに似た歌を選べて良かった
参決意加への 参加を決意する 説明を聞き、どうしようかと迷ったが、参加 自由L選べる 好みの楽器を選べた

することにした 心地よさを 楽しく過ー'世 楽器を鳴らすと、明るく楽しい雰囲気になる
感じる る 」 参加していると、何もかも忘れる」とがで吉た

参加している期間、楽しく暮らせた

分が懐メロ回想法に参加できる環境にあると 即時歌うと、昔の出来事聞の前に浮かん
できた

い う認 識を表していた研究対象者には〔親し 昔を思い出し 音の玩騎手に刷、昔の遊んだ感覚躍って
。 懐かしむ きた

い 人がいる〕ことや役割が少なくなって〔時 間 322い出し、 いい時もあったし、いろいろあった

γ メ字、裕 -n~ き 1 送迎 な ど 「送迎 自宅では、役割や会誌が減って楽しみがおいF:::'ホ μ でる」、 パス の L し て 人とつながり 近所に、話杭E詩 人がいおくて寂しい

くれる〕ことなどが参 加のための条件となっ て たい 元閉帥じ村のうち同は世、代人のの近役況に立が気ちたにい怠る

気にかけてく 声を掛けてくれるようになり、嬉しい
いた。 仲間切 れる 待ってくれている入力切ので、行くのが楽しみ

緋 知らおい人と交流ができて嬉しい

【信頼している人からの誘い] は 、 家 族や顔 子つむがれ 同世代で同じような苦労をしてきた者同士、分
かり合える

見知り、公 共の施設など、身近で信頼できる みん怠とり 輔 が 近い人とー緒的積極的問れる
積極的L怠 みんなとおら歌える

人物などから参 加の誘いを受けることを表し 記口を気に 昔の歌は歌詞が良〈考えられていると感じた

て い た。夫など〔信頼してい る 人から勧められ 懐 入歌る集在気に 散歌を集歌をう見とて気楽持しちんがで安いらるぐ
メ口回

る i ( 家 族 や 顔 見 知 りJ、ら圭三主わ れ る 1 な ど し 想法への 入る 歌集があるので、自宅でも歌えて良かった
」、 L 川 口同 」 て 愛着 家に帰っても 自宅首 都口回想法の様子を思い出した

懐メ口回想法

懐メロ回想法の情報を受け取っていた。 の出こすとを思い 雨の目は、償却回想法のことが思い出された

[参 加 への可能性の確認 】は 、 参加するか

どうかを判断するために、詳 しい情報を得ょう [好印象を抱く】は、懐メロ回想法やそれ に

と 行動し た り、 考えを巡 ら せた りすることを 表し 携 わ る人に良 い印象を持つことを 表していた。

ていた。勧誘を受けた研究対象者 は 、 家に届 参 加への 可 能性を探るために試行的に参加

い た案 内について Aセ ンターに〔説明を 聞き することで〔懐メロ回想法に良い印象を持 つ〕 、

に行く〕 、実際 に 参加して〔試してみる〕ことで、 〔スタッフに良い印 象を持 つ 〕とし1った体験を

〔見当をつけて可能性を探る〕な どしてい た。 していた。

っd
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【参加への期待や自信]は、関心を強めて

見出した参加の意義や楽しみ、深められた参

加への自信を表していた。試みに参加してみ

て〔活動内容への興味が増す〕中で、〔自分に

も参加できると思う〕、〔認知症を予防し、健康

の保持増進に効果があると思う〕と考え、 〔参

加を楽しみにする〕ようになっていた。

【参加への決意]は、懐メロ回想法への参

加の意志を固めることを表していた。誘われ

て直ぐ、また説明を聞いて納得した時点で

〔参加を決意する〕に至っていた。

2)継続のモチベーションとその要因

継続のモチベーションは、{達成意欲]、

[継続条件が整っていることの自覚]、[継続

への手ごたえ]、{新鮮味を感じる】、[心地よ

さを感じる]、[仲間との粋}、[懐メロ回想法へ

の愛着]の7つの要因で構成されていた。

【達成意欲]は、最後まで続けて参加したい

という強い思いを表していた。始めたからには

最後まで〔やり遂げたしつ、 人前で話すことが

苦手なので〔自分の課題を解決したし、〕など

の積極的な思いで、あった。

[継続条件が整っていることの自覚]は、自

分が参加を継続できる環境にあるとし1う認識

を表していた。 送迎の手段があり〔通所に困ら

なしつ、通所に理解を示し〔支持してくれる身

近な人がいる〕などが継続のための条件とな

っていた。

[継続への手ごたえ]は、 継続の意義や自

信を確かなものと感じることを表していた。参

加することが〔健康のためになる〕と捉えたり、

しだいに緊張が解け、〔継続できると思う〕よう

になったりしていた。

【新鮮味を感じる】は、普段の生活では味わ

うことができない感情や感覚を味わうことを表

していた。セッションに参加する中で、日常を

離れ〔普段、できないことができる〕、 〔知らな

い話を聴ける〕などと感じていた。

[心地よさを感じる]は、自由で自然な雰囲

気の中で、豊かな時間を過ごし、安心や安楽

さを感じることを表していた。感じたままに〔自

然に話せる〕、 何もカも忘れて〔楽しく過ごせ

る〕と感じていた。

[仲間との粋H士、日常の孤独感から離れ、

スタッフや他の参加者らとの親密さが増す中

で生まれた強い仲間意識を表していた。社会

的役割の減少にともない人間関係も希薄とな

り〔人とつながりたし¥Jと希求し、他の参加者や

スタッフが〔気にかけてくれる〕ことで、つながり

を感じ、 〔人とつながれる〕と人との紳を深めて

いった。

[懐メロ回想法への愛着]は、懐メロ回想法、

それにかかわる人々や品物への強い親しみ

や思い入れを表していた。昔の歌は歌詞がよ

く考えられていると〔懐メロを気に入る〕、〔家に

帰っても懐メロ回想法を思い出す〕など、懐メ

ロ回想、法に対する愛着を感じていた。

3)参加および、継続のモチベーションの概

今?

図1に参加および継続のモチベーションの

概念図を示し、 参加および継続のモチベーシ

ョンの要因とそれらの関係、モチベーションの

概念について述べてして。

人
け
い
い
HH
H
U

7
環
境
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図1参加および継続のモチベーションの概念図。上下に霊怠る2つの逆

円錐台は参加および継続のモチペーションを表し、逆円錐台の中にある14

の[](カテゴリー)は、2つのモチベーションの要因に相当する。逆円錐台の

上に向かって幅が増す形、逆円錐台中央の下からよに向かう矢印c，，)、逆
円錐台に沿って広がっていく左右の矢印c，，)がモチベーションの高まりを表

し、2つの逆円錐台が切れ固なく続いている様子が、2つのモチベーションが

連続していることを表す。上の逆円錐台の中にある下に向かう矢印(ο)は、

億メロ回想法への参加を続ける中で生じた要因が、【達成意欲]を強くする

犠子を表す。逆円錐台の外側は球状に怠っており、環境(人的・物理的)を

表す。逆円錐台の周囲の両方向の矢印(特)は、研究対象者と環境との相

互作用を表す。
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参加および

参加のモチベ一シヨンの生起によつて始まり、

進展していた。研究対象者は、[集団活動へ

の参加願望]を普段から持って過ご、していた。

そのような状況において、 [参加条件が整って

いることの自覚]を持ち、[信頼している人から

の誘しjを受けることで、参加のモチベーション

が生起していた。続いて、勧誘を受け、 [参加

への可能性の確認]を行う中で、[好印象を抱

く}ことや、【参加への期待や自信]を強くする

ことによって、参加の意志が明確となり、 [参

加への決意]に至っていた。

参加のモチベーションに続いて、参加を始

めた研究対象者の心に発露した[達成意欲]

が原動力となって継続のモチベーションが生

起していた。そして、継続のモチベーションは、

[継続条件が整っていることの自覚】を持って

参加を継続する中で、[継続への手ごたえ]を

得ることで進展していった。さらに、セッション

の中での[新鮮味を感じる]や[心地よさを感

じる]といった快の体験、回を重ねる中で強く

なっていった[仲間との粋]や[懐メロ回想法

への愛着]が、原動力である[達成意欲]を繰

り返し強め、継続のモチベーションは高まって

いった。

また、参加および継続のモチベーションは、

研究対象者が、家族や顔見知りから誘われた

り、会場のスタッフに良い印象を感じたり、他

の参加者との仲間意識を強めたりするなど、

人的な環境と関わり合う中で生起し、進展して

いた。同時に、研究対象者は、参加や継続の

ための条件を認識したり、会場の雰囲気を感

じ取ったり、参加者としてセッションの雰囲気

を作り出す 1人になったりするなど、物理的な

環境とも相互に影響し合っていた。

N.考察

1.参加および継続のモチベーションとその

要因

1)参加のモチベーションの起こり

参加のそチベーションは、 研究対象者が

[集団活動への参加願望}を抱く中で、家族

奈良看護紀要 VOL14.2018

や顔見知りのような[信頼している人からの誘

し¥]をきっかけとして生起していた。

岡本(1995)は、人間は生涯に渡って身体

的変化や役割の変化にともなう発達的危機に

繰り返し直面し、その都度、アイディンティティ

の再統合に向けて環境に積極的に関与し、

新たな役割を遂行しようと動機づけられている

存在であると述べている。本研究においても、

研究対象者の多くは、痛みや身体機能の低

下を抱えていた。また、 「家に居ても意味がな

いJi年長となりどこに行っても1人だ」のように、

役割の喪失や孤独を感じる環境に直面して

いた。しかし、そのような状況においても、「村

のいろいろな集団活動に参加したいJi知らな

い人と出会う機会を作りたいjのように、再び

社会や他者と積極的に関わり合いたいとし、う

社会参加への欲求を潜在的に持っていたと

考える。そして、この潜在的な集団活動に参

加したし叱欲する強い思いが原動力となり、

参加のモチベーションが生起したと考える。

2)参加のモチベーションの進展

参加のモチベーションは、研究対象者が

[参加への可能性の確認]を行う中で、[参加

への期待]が高まっていくことにより進展して

いた。

Bandura (1995)は、人聞が動機づけられ

るためには、対象となる行為を遂行できるとし1

う自信を持つことが重要であり、特に成功体

験がその自信を強くするとしている。 研究対

象者は、試行的に参加する中で成功体験を

得て、この次も参加できるとしち自信を強くし

ていったと考える。また、懐メロ回想、法への参

加の効果を、地域在住高齢者が正に直面し、

最も関心が高い認知症の予防や健康の保持

増進に結びつけることで、参加することの価

値を実感し、参加への期待を高めていったと

考えられる。

3)参加のモチベーションから継続のモチ

ベーションへの移行

参加のそチベーションに続いて、参加を始

めた研究対象者の心に発露した[達成意欲]

が原動力となって継続のモチベーションが生

Fh
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起していた。

Eriksonら(1986)は老年期の心理につい

て、懸命に働いてきた労働の経験が、その人

の価値観を形成し、生涯に渡る強し可信念を培

うと述べている。面接の中で研究対象者は、

毎朝、採ってきた山菜を市場に運んだ、後に登

校していたとしづ話、厳しい労働をともなう農

業を脚や腰を痛める数年前まで担い続けて

いたという話など、困難な環境に耐えて働き

続けてきた経験を語っていた。研究対象者は、

困難な時代を生き抜いた人生経験によって培

われた、最後まで〔やり遂げたし¥Jとしち信念

を備えていたと推測できる。また、 [達成意欲]

を構成するそれ以外の〔次回を楽しみにして

待つJ[もう一度、参加したいJ[次回を忘れな

いようにする〕は、参加を開始して得た快の体

験への期待であるといえる。そして、その期待

は、 「次回が楽しみでカレンダーに印を付け

ていたJi忘れないように、自分でカレンダー

に書き込むJのように、次回への参加への行

動を引き起こすもので、あった。

このような、最後までやり遂げたいといった

信念や、快の体験への期待によって、参加の

モチベーションは、継続のモチベーションへ

とつなげられたと考えられる。

4)継続のモチベーションの進展

(1)【達成意欲】の充実と懐メロ回想法での

豊かな快の体験

柴田(小林)、岩永(2009)は、高齢者は懐

かしさを感じる音楽を聴くことによって、肯定

的な感情が高まりゃすくなると述べている。ま

た、 Csikszentmihalyi(1990)は、人聞は新

しい活動に自らが主体となり積極的に取り組

む中で、強い喜びを感じる存在であると述べ

ている。研究対象者は、懐かしさを感じる音楽

を聴く機会が多くある中で、自由で自然な雰

囲気を感じながら、新鮮な話を聴いたり、 珍し

い楽器を奏でたり、 普段は話さない思い出を

語るなどすることで、 「恋愛をしていた若い頃

にかえり楽しかったJi参加していると、何もか

も忘れることができたJi深く話しできたことは、

心の中に宝物として残るjのように、豊かな快

を体験していたと考えられる。そのような体験

は、参加を繰り返すごとに次回への期待を高

め、継続のモチベーションの原動力で、ある

{達成意欲]を充実させてしりたと考える。

(2)[達成意欲】の充実と紳の強化

研究対象者は、「自宅では役割や会話が

減って楽しみがないJi近所に話ができる人が

いなくて寂しい」というように、日常的に孤独を

感じることが多くなり、 Maslow(1970)が述べ

る基本的欲求の 1つである、他者や社会とつ

ながって親密さを感じたいとし、う、 愛と所属の

欲求が日 頃から欠乏していたと考える。その

ような中で、 セッションを重ねて他の参加者と

親しくなり、〔気にかけてくれる〕としづ意識が

芽生えたり、回想にまつわる話題の共有を通

して、〔みんなとなら積極的になれる〕と感じた

りするなどして、参加者同士の紳を強めてい

ったと考えられる。さらに、研究対象者は、懐

メロや手作りの歌集を気に入札自宅に帰った

後も、歌集を見て歌ったり、懐メロ回想法での

仲間との活動の様子を思い出したりするなど

して、懐メロ回想、法に再び参加したいとし1う思

いを強めていったと考える。

このようなセッションを離れた日常にまで浸

透した参加者同士の粋や、再び戻ってし1きた

いとしづ思しも、懐メロ回想、法での快の体験と

ともに[達成意欲]を充実させ、継続のモチベ

ーションを高めていったと考えられる。

2.通所型介護予防事業への参加促進のた

めの示唆

本研究の研究対象者は、 全て後期高齢者

で、あった。介護保険制度における要介護・要

支援認定者数が被保険者数に占める割合は、

後期高齢者で大きくなっており(内閣府、

2017)、通所型介護予防事業への参加促進

においても、後期高齢者が参加しやすい環

境を整えることが重要と考えられる。中でも、

通所手段を整えることは、参加および継続の

いずれのモチベーションにおいても重要であ

ったと考える。内閣府(2009)の世論調査では、

70歳以上の約 60%が歩いて行ける範囲を

FO
 



1.0kmまでと答えていた。本研究では、会場

までの距離が 1.0km未満であった者が 4名

いたが、その 4名も送迎パスやタクシーを利

用していた。このことから、閉じこもり傾向や認

知機能低下傾向にある高齢者や後期高齢者

に対しては、通所手段の整備がより一層重要

になると考えられる。

また、継続のモチベーションを高く維持す

るためには、参加者が自由で自然な姿でいら

れるように主体性を尊重したり、低下した身体

機能を補うようにスタッフの歩くベースを高齢

者に合わせたりするなど、細やかな対応が求

められる。加えて、後期高齢者の集団活動で

は、懐かしさを感じる音楽を用いたり、回想に

まつわる話題を参加者同士で、共有し、共感で

きるように介入したりするなど、懐メロ回想、法

の素養を取り入れることが、集団活動への愛

着を育み、肯定的な感情や仲間意識を強め、

続けて参加しようとしち意欲を高めることに繋

がるのではなし1かと考える。

3.本研究の限界と今後の課題

本研究の結果は一通所型介護予防事業へ

の参加者とし1う限局された研究対象者から得

られたものである。また、モチベーションを低

くする要因からの検討は十分ではない。今後、

対象者を拡大し、多様な参加者への調査と分

析を継続するとともに、モチベーションを低く

する要因についても検討し、参加および継続

のモチベーションの詳細を明らかにしていくこ

とが必要である。

V.結論

参加および継続のモチベーションは、地域

在住の後期高齢者が持つ潜在的な社会参加

への願望や目標達成への意欲が原動力とな

り、 参加者と環境(人的・物理的)との相互作

用によって生起し、高まってして。通所型介護

予防事業への参加促進には、対象者が持つ

願望や意欲が事業への参加や継続へと向か

うように環境を整えることが重要である。
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